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農
作
物
へ
の
被
害
、
そ
れ
に
伴

う
農
業
者
の
営
農
意
欲
の
低
下
及

び
荒
廃
・
遊
休
農
地
の
発
生
要
因

と
な
っ
て
い
る
有
害
鳥
獣
に
つ
い

て
、
そ
の
撲
滅
に
向
け
た
更
な
る

対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
新
た
に
１

件
を
追
加
し
計
９
件
の
施
策
を
要

望
。

●
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
焼
却
施
設
及

び
減
容
化
施
設
を
市
内
に
整
備
す

る
こ
と
。
（
継
続
）

　
ま
た
、
野
生
鳥
獣
の
加
工
処
理

施
設
を
建
設
し
、
ジ
ビ
エ
を
活
用

し
た
有
害
鳥
獣
対
策
を
構
築
す
る

こ
と
。
（
継
続
）

●
鳥
獣
捕
獲
専
従
員
を
配
置
す
る

こ
と
。
（
継
続
）

●
里
千
里
山
の
整
備
等
、
有
害
鳥

獣
を
農
地
か
ら
遠
ざ
け
農
業
被
害

を
予
防
す
る
対
策
を
講
じ
る
事
。

（
継
続
）

●
鳥
獣
被
害
の
広
域
化
を
防
止
し
、

効
率
的
な
鳥
獣
被
害
対
策
を
講
じ

る
た
め
、
県
や
近
隣
自
治
体
等
と

の
連
携
を
図
る
こ
と
。
（
新
規
）

な
ど
。

い
手
確
保
対
策
と
農
業
経
営
の
安

定
の
た
め
、
２
件
の
施
策
を
要
望
。

（
継
続
）

●
認
定
農
業
者
に
対
す
る
支
援
の

拡
充
や
、
認
定
取
得
希
望
者
に
対

す
る
助
言
・
指
導
を
行
う
こ
と
。

（
継
続
）

●
女
性
農
業
者
の
拡
大
を
図
る
た

め
支
援
体
制
の
確
立
や
、
女
性
農

業
者
の
参
入
に
つ
い
て
関
係
団
体

へ
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
。

（
継
続
）

　
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
農
業

振
興
と
、
生
産
者
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
、

秦
野
ら
し
い
農
業
を
実
現
す
る
た

め
、
計
９
件
の
施
策
を
要
望
。

●
本
市
の
特
産
で
あ
る
落
花
生
の

特
産
振
興
と
地
産
地
消
の
推
進
の

た
め
、
現
行
の
助
成
制
度
の
拡
充

を
図
る
こ
と
。
（
継
続
）

●
子
ど
も
食
堂
の
設
置
な
ど
に
よ

る
流
通
に
乗
ら
な
い
農
産
物
の
提

供
体
制
を
構
築
し
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
や
若
年
世
代
の
食
育
の
推
進

を
図
る
こ
と
。
（
継
続
）
な
ど
。

か
ら
、
荒
廃
・
遊
休
農
地
は
増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
将
来
に
向

か
っ
て
優
良
農
地
と
し
て
確
保
・

保
全
し
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
９
件
の
施
策
を
要
望
。

●
市
街
化
区
域
内
の
農
地
に
つ
い

て
、
市
民
農
園
と
し
て
近
隣
住
民

が
利
用
し
や
す
い
制
度
を
構
築
す

る
こ
と
。
（
継
続
）

●
「
秦
野
市
農
地
災
害
復
旧
工
事

補
助
金
交
付
要
領
」
に
つ
い
て
、

農
地
の
現
状
や
被
害
状
況
に
則
し

た
交
付
対
象
と
な
る
よ
う
見
直
し

を
図
る
こ
と
。
（
継
続
）
な
ど
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、
農
業

者
以
外
の
方
が
農
業
に
高
い
関
心

を
示
す
な
ど
、
農
業
を
め
ぐ
る
環

境
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
状

況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
担

　
８
月
５
日
、
秦
野
市
農
業
委
員

会
は
、
「
令
和
４
年
度
秦
野
市
農

林
業
施
策
並
び
に
予
算
に
関
す
る

要
望
書
」
を
、
秦
野
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。
こ
の
要
望
は
、
農
業

者
の
意
見
や
考
え
を
市
政
に
反
映

で
き
る
よ
う
、
農
業
委
員
等
を
通

じ
て
農
家
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
意
見
・
要
望
を
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
宮
村
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
運
営
委
員
が
出
席
し
ま
し

た
。
市
長
と
の
懇
談
会
で
は
、
秦

野
の
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
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「
令
和
４
年
度
秦
野
市
農
林
業
施
策

並
び
に
予
算
に
関
す
る
要
望
書
」

を
市
長
に
提
出

「
令
和
４
年
度
秦
野
市
農
林
業
施
策

並
び
に
予
算
に
関
す
る
要
望
書
」

を
市
長
に
提
出

要
望
の
内
容

一  

農
地
の
保
全
・
有
効

　
　

  

利
用
対
策
に
つ
い
て

三  

地
域
の
活
性
化
対
策

　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

二 

担
い
手
・
経
営
対
策

　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

四  

有
害
鳥
獣
対
策

　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

右から桐山委員、田中委員、高橋市長、宮村会長、村上委員、須藤委員



遊
休
農
地
が
発
生
す
る
と
、
そ
の

農
地
だ
け
で
は
な
く
周
辺
の
農
地

の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
雑
草

・
竹
の
繁
茂
、
種
子
の
飛
散
、
病

害
虫
の
発
生
、
有
害
鳥
獣
の
す
み

か
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

タ
バ
コ
・
放
火
に
よ
る
火
災
の
発

生
、
不
法
投
棄
、
悪
臭
の
発
生
な

ど
近
隣
住
民
に
対
す
る
生
活
環
境

衛
生
上
に
お
い
て
も
問
題
が
出
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
農
地
は

遊
休
化
さ
せ
ず
、
適
正
に
管
理
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
れ
が
難
し
い
場
合
は
、
担
い

手
等
へ
の
貸
し
付
け
を
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
上
記
の
農
地
中
間

管
理
事
業
の
ほ
か
、
農
業
委
員
会

の
農
地
銀
行
制
度
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
会
で

は
、
農
地
の
利
用

状
況
調
査
を
８
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
調
査
で
新
た
に
見
つ
か

っ
た
遊
休
農
地
と
思
わ
れ
る
農
地

の
所
有
者
に
対
し
利
用
意
向
調
査

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
所
有
者
に
対

し
て
今
後
の
農
地
利
用
の
意
向
を

確
認
し
ま
す
。
①
農
地
中
間
管
理

機
構
（
公
社
）
を
利
用
す
る
、
②

自
ら
所
有
権
の
移
転
又
は
賃
借
権

そ
の
他
の
使
用
収
益
を
目
的
と
す

る
権
利
の
設
定
若
し
く
は
移
転
を

行
う
（
利
用
権
を
設
定
し
担
い
手

等
へ
の
貸
付
を
行
う
な
ど
）
③
自

ら
耕
作
・
管
理
す
る（
し
て
い
る
）

等
の
項
目
を
用
意
し
ま
す
の
で
該

当
す
る
項
目
を
選
ん
で
回
答
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
時
に
休
耕
だ
っ
た

り
次
の
作
付
の
準
備
前
だ
っ
た
り

す
る
場
合
に
遊
休
農
地
と
見
え
て

し
ま
い
、
利
用
意
向
調
査
票
を
送

付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
貸
付
で
固
定
資
産
税
が
半
額
に

　
な
る

　
所
有
す
る
全
農
地
（
10
ア
ー
ル

未
満
の
自
作
地
は
残
せ
ま
す
。）

を
農
地
中
間
管
理
機
構
に
次
の
と

お
り
貸
し
付
け
た
と
き
は
所
定
の

期
間
、
固
定
資
産
税
が
半
額
に
な

り
ま
す
。

　
●

10
年
以
上
15
年
未
満
の
期
間

　
　
で
貸
し
付
け
た
と
き
は
３
年

　
　
間

　
●

15
年
以
上
の
期
間
で
貸
し
付

　
　
け
た
と
き
は
、
５
年
間

お
問
い
合
わ
せ

　
　
農
業
振
興
課
　

　
　
　
　
　
☎
８
２
ー
９
６
２
６

　
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
対

象
に
、
農
業
を
や
め
る
方
や
農
業

の
規
模
を
縮
小
す
る
方
（
出
し
手

農
家
）
か
ら
、
農
地
中
間
管
理
機

構
（
公
益
社
団
法
人
神
奈
川
県
農

業
公
社
）
が
農
地
を
借
り
受
け
、

規
模
拡
大
や
新
規
参
入
を
図
る
方

に
貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
農

地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
事

業
で
す
。
農
地
の
借
受
・
貸
付
希

望
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
経
営
転
換
協
力
金

　
経
営
廃
止
や
経
営
転
換
な
ど
に

伴
い
、
所
有
す
る
全
農
地
（
１
０

ア
ー
ル
未
満
の
自
作
地
は
残
せ
ま

す
。）
を
農
地
中
間
管
理
機
構
に

貸
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
ま
す
。
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農 業 者 年 金
に加入しませんか？

　農業者年金は、農業者の老後生活の安定及び福祉の
向上と農業者の確保を目的とする公的年金制度で、次
の全ての条件を満たせばどなたでも加入できます。
　・年間農業従事日数が 60 日以上
　・60 歳未満の方
　・国民年金１号被保険者であること

◎確定拠出型の年金で、次の長所があります。
　・年金額が加入者数・受給者数に影響されない。
　・保険料は全額控除対象。
　・保険料の国庫補助（一定の要件が必要）。

★お問合わせ
　農業委員会事務局　　　☎82－９６５４
　はだの都市農業支援センター　☎81－７８００

 

利
用
意
向
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

農
地
中
間
管
理

　
　
事
業
と
は
？

出
し
手
に
は
、

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

　
　
　
あ
り
ま
す
！

 
遊休農地を
なくそう！

 

農
地
中
間
管
理
事
業



」
と
日
々
思
う
よ
う
に
な
り
、
退

職
し
て
就
農
し
ま
し
た
。

　
今
は
、
落
花
生
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、

ネ
ギ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
年
間

で
約
15
品
目
の
野
菜
を
作
っ
て
い

ま
す
。
日
々
の
農
業
も
大
変
で
す

が
、
近
年
は
天
候
不
順
で
悩
ま
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
特
に
酷

か
っ
た
の
は
大
雨
の
被
害
で
、
15

ａ
の
畑
に
作
付
し
て
い
た
ネ
ギ
が

全
滅
し
て
し
ま
っ
た
り
、
土
砂
崩

れ
の
対
応
等
で
農
作
業
が
で
き
な

い
日
が
続
い
た
り
と
、
最
近
は
苦

労
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
一
方
で
、
農
業
に
は
良
い
と
こ

ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
生

懸
命
作
っ
た
野
菜
が
消
費
者
の
方

々
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
り
、
「
お

い
し
か
っ
た
よ
」
と
声
を
掛
け
て

も
ら
え
た
り
す
る
の
は
と
て
も
嬉

し
い
で
す
し
、
や
り
が
い
に
も
な

り
ま
す
。
ま
た
、
繁
忙
期
は
な
か

な
か
難
し
い
で
す
が
、
自
分
の
ペ

ー
ス
で
仕
事
を
進
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
も
良
い
面
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
12
年
ほ
ど
前
か
ら
は
、

地
域
や
Ｊ
Ａ
は
だ
の
青
年
部
の
仲

間
た
ち
と
協
力
し
て
、
観
光
農
業

の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　
今
年
で
就
農
し
て
13
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
農
家
と
し
て
の
生
活

に
も
す
っ
か
り
慣
れ
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
勉
強
の
毎
日
で
す
。

　
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
農
業
に
励
む

両
親
の
背
中
を
見
て
育
ち
、
小
学

生
の
時
に
は
落
花
生
の
選
別
や
出

荷
作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
中
で
、
い
ず
れ
は
農
家
を

継
ぐ
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
の
で
、

農
業
高
校
に
進
学
し
、
卒
業
後
も

農
業
に
関
係
の
あ
る
企
業
に
勤
め

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
日

父
が
体
調
を
崩
し
た
時
に
、「
身

近
に
農
業
の
プ
ロ
が
い
る
の
に
も

っ
と
教
わ
っ
て
お
け
ば
良
か
っ
た

て
い
き
た
い
と
主
人
は
言
っ
て
い

ま
す
。

　
食
す
る
も
の
を
育
て
、
収
穫
し
、

出
荷
を
し
、
お
客
様
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
、
や
は
り
充
実
感
が
あ
り

ま
す
。
食
は
、
人
が
生
き
て
い
く

う
え
で
一
生
欠
く
こ
と
が
出
来
な

い
も
の
な
の
で
、
心
細
や
か
に
土

と
野
菜
等
に
向
き
合
い
、
己
の
出

来
る
範
囲
で
や
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
く
キ
ッ
チ

リ
と
野
良
仕
事
を
こ
な
す
主
人
の

姿
を
、
い
つ
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

身
体
だ
け
は
無
理
せ
ず
に
、
や
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
私

も
体
力
が
も
つ
限
り
、
美
味
し
い

ヤ
サ
イ
を
育
て
、
モ
リ
モ
リ
食
べ

健
康
で
長
生
き
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
私
は
農
家
と
い
う
よ
り
も
、
じ

ば
さ
ん
ず
へ
真
竹
の
出
荷
か
ら
始

ま
り
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
主

人
の
前
向
き
な
姿
勢
に
感
化
さ
れ
、

だ
ん
だ
ん
と
意
欲
も
や
る
気
も
増

し
、
シ
ー
ズ
ン
シ
ー
ズ
ン
身
体
に

ム
チ
打
ち
頑
張
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
協
力
し
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら

れ
な
い
成
果
も
実
感
し
て
お
り
ま

す
。

　
体
が
続
く
限
り
何
年
で
も
続
け

ス
の
影
響
も
あ
り
、
ま
だ
例
年
同

様
に
は
実
施
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
し
て
く

れ
る
方
も
増
え
、
手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
秦
野
の
農
業
は
農
家
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
で

は
、
は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
が
開
講
し
て
い
る
市
民
農
業

塾
の
卒
業
生
の
方
々
も
頑
張
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
農
家
の

仲
間
が
も
っ
と
増
え
、
秦
野
の
農

業
が
更
に
盛
り
上
が
っ
て
い
く
と

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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、、

出
荷
を
し
、学
ぶ
こ
と

　諸
星

　玲
子（
菖
蒲
）

就
農
し
て
か
ら

髙
橋

　正
宏（
堀
山
下
）

農
家
の
声
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指定する
57.6ha
（70.7％）

指定しない
3.8ha
（4.6％）

未申請
20.1ha
（24.7％）

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
令
和
３
年
７
月
〜
令
和
３
年
10
月
）

  

●
総
会

　
　
７
月
26
日
、８
月
25
日
、

　
　
９
月
24
日
、10
月
25
日

  

●
運
営
委
員
会

　
　
７
月
15
日
、８
月
５
日

　
　
９
月
14
日
、10
月
13
日

審　議　案　件

耕作目的の売買・貸借
（3条許可）

市街化調整区域の転用
（4・5条許可）

市街化区域内の転用
（4・5条届出）

利用権の設定

相続税納税猶予

件数

1

7

67

13

1

3,534

12,208

21,571

30,466

408

面積（㎡）

ｎ＝81.5ha

生産緑地をお持ちの皆様へ「特定生産緑地制度のお知らせ」

★「特定生産緑地制度」とは
　生産緑地の指定から30年経過後も現在と同様に税制の特例措置を継続する制度
です。指定から30年を経過する前に特定生産緑地の手続きを行い、指定を受けると、
税制の特例措置が10年延長されます。

現在の申請状況について（平成4年指定）　

・手続きには期限があります。詳しくは秦野市役所まちづくり計画課へ問い合わせください。
　　　　　※平成 5年以降に生産緑地を指定した方は順次ご案内いたします。

　　　　　　　　　まちづくり計画課（西庁舎 2階）　☎0463-82-9643

★手続き期限が迫っています！
　・平成 4年に生産緑地に指定し、まだ特
　定生産緑地の申請をしていない方は、令
　和 4年 2月（予定）が最終の受付になり
　ますのでご注意ください。

★特定生産緑地の指定を受けない場合
　①固定資産税が宅地並み課税になります。
　②次の相続で納税猶予が受けられません。

・今後も営農を続ける方、相続税の納税猶
予を受ける可能性のある方などは、特定生
産緑地の指定を受けることをおすすめします。



荒
廃
農
地
解
消

事
業
啓
発
活
動

支援
センター
通信

　
今
年
度
も
、
荒
廃
農
地

解
消
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
で
は
、
除
草
、
耕
う

ん
、
整
地
等
を
行
い
、
横

野
地
区
内
の
遊
休
農
地
約

３
０
０
０
㎡
を
解
消
し
ま

し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　は
だ
の
都
市
農
業

　
　
　支
援
セ
ン
タ
ー

　
　☎
８
１
ー
７
８
０
０

全国農業新聞
全国農業新聞は、最新の農業情勢の提供と解説、
先進農家の経営紹介、農業入門など読んで役立
つ情報が満載です。
　●毎週金曜日発行
　●購読料７００円
　●お申し込みは、
　　農業委員、推進委員、または事務局まで。

　　農業委員会事務局
　　　　☎８２－９６５４

編

記

後

集

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
５
波
の
感
染

拡
大
で
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
外
出
の

自
粛
要
請
や
、
飲
食
店
へ
の
規
制
に
よ
り
、

農
業
者
の
皆
様
に
も
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
９
月
30
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
、
経
済
の
方
も
少
し
ず
つ
回
復
し
始

め
ま
し
た
。
さ
ら
に
第
６
波
を
警
戒
し
、
手

洗
い
、
う
が
い
の
実
施
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

消
毒
の
励
行
、
人
込
み
や
不
要
不
急
の
集
ま

り
等
を
回
避
し
て
収
穫
の
秋
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　（
農
業
委
員
　
田
中
　
和
幸
）

　秦
野
市
内
で
は
、
JA
は
だ
の
、

秦
野
市
、
秦
野
市
農
業
委
員
会
か

ら
な
る
「
は
だ
の
都
市
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、
鳥
獣
被

害
の
対
策
作
物
で
あ
る
青
パ
パ
イ

ヤ
の
特
産
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　今
年
５
月
か
ら
、
同
JA
と
市
が

市
内
15
戸
の
農
家
に
苗
や
被
服
資

材
を
配
布
し
、
試
験
栽
培
を
開
始

し
ま
し
た
。
県
の
協
力
を
得
て
栽

培
講
習
会
や
現
地
検
討
会
を
重
ね
、

10
月
２
日
に
市
内
の
農
産
物
直
売

所
「
は
だ
の
じ
ば
さ
ん
ず
」
で
は

じ
め
て
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
売
り

上
げ
は
好
調
で
、
９
日
ま
で
の
１

週
間
で
約
４
０
０
個
を
売
り
上
げ

ま
し
た
。
JA
と
市
が
協
力
し
、
今

後
も
生
産
支
援
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。

農業委員会だより 第142号 6

青
パ
パ
イ
ヤ
収
穫
！

▲店頭に並ぶ青パパイヤ

▲収穫間際の様子


